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２０１８年   大山乳業農協の１年　　　　　

現場潜入
とりりんのおいもシューができるまで

各種活動レポート
指導課通信
大山乳業農協からのお知らせ
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牛乳月間のユニークな合言葉と共に、
期間中、鳥取県の平井知事を訪問する
など、積極的に牛乳をPRしました。

牛乳月間「父の日に牛乳を贈ろう」

Pick
Up！！

・牛乳月間特別イベント＆
  第２回工場見学通路開放DAY開催

・小前組合長と職員の
   ランチミーティングスタート

・幅田前組合長お別れの会開催

１月２月３月４月５月６月

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
。

大
山
乳
業
農
協
の
１
年
を

振
り
返
り
ま
し
た
！

２
０
１
８
年 

大
山
乳
業
農
協
の
１
年

みんなの牧場竣工式
県内で初となる 500 頭以上のメガ
ファームの誕生に、沢山の TVや新
聞等も取材に駆けつけました。

Pick
Up！！

・大山乳業農協新CM
「ありがとうお母さん」編スタート

ベビースターラーメン
onアイス発売
おやつカンパニーとコラボ
した製品が発売。白バラファ
ンだけでなく、ネットでも注
目を浴びました。

Pick
Up！！

・白の一滴プロジェクトスタート

・大山乳業農協ホームページリニューアル

・スタッフブログ「Dairy Diary」スタート

６年ぶりに鳥取県で開催され、たくさんの来場
者にも恵まれました。
また、岡村宙博さん出品牛が、ジュニアチャン
ピオンを獲得しました。

Pick
Up！！

第33回中国地区
ブラック＆ホワイトショウが鳥取で開催

・京都生協
  せいきょう牛乳で
  「星取県」をPR

・週刊文春で鳥取県の牛乳が
  日本一老けない牛乳と紹介！

産直せいきょう牛
乳1000ml の広報
欄で星取県をPRし
ました。

発刊から見る見る
うちに話題となり、
沢山の方に鳥取の
牛乳の良さを知っ
ていただくきっか
けとなりました。

広告欄

・第51回通常総会

・白バラ抹茶発売

・第１回工場見学通路開放DAY開催

大山開山1300年記念
「大山みるくマドレーヌ」発売

Pick
Up！！

・新年互礼会
・らくだの白いこぶチョコ発売

大山乳業農協新CM
「ブラックor白バラ」

編スタート
CMを一新し、「コーヒーはブ
ラックにしますか？白バラに
しますか？」という斬新なCM
に驚いた方も多かったはず。

Pick
Up！！

７月８月９月10月11月12月

今年は、地域限定のアイスケーキを含
む９つのケーキが白バラファンを魅了
します。

白バラクリスマスケーキ

・白バラショコラ発売

大山乳業農協から計６名が参加し、生
協牛乳などを積極的にPRしました。
店舗に訪れた生協組合員様からも嬉し
いお言葉を頂き、産地直結の良さを改
めて実感しました。

Pick
Up！！

コープしが「鳥取フェア」開催

・来年度新入職員内定式を開催

京都生協もーもキャンプ開催
京都生協の組合員様を鳥取へ招待し
、美歎牧場でキャンプと交流を楽しみ
ました。

・産直フォーラムin京都開催

クリスマス前の工場見学開放DAYというこ
とで、ケーキの試食を企画！過去最多の来
場者でにぎわいました。

・第４回   工場見学通路開放DAY開催

鳥取大学×大山乳業農協
「とりりんのおいもシュー」発売

Pick
Up！！

・京都生協産直ミニ懇談会開催

・工場見学パンフレットリニューアル

・京都生協「秋の鳥取フェア」参加

・第３回   工場見学通路開放DAY開催

９月号より紙面デザイン、構成を一新
し、酪農だよりがリニューアルしました。

「酪農だより」リニューアル

Pick
Up！！

・白バラ紅茶発売

Pick
Up！！

鳥取大学農学部×大山乳業農協
「白バラいちごあいす」発売
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今
回
の
共
同
開
発
、
実
は
学
生
だ
け
で
な

く
大
山
乳
業
農
協
の
菓
子
開
発
部
門
も
学

生
と
共
同
で
製
品
を
開
発
す
る
の
は
初
の

試
み
で
し
た
。

　
昨
年
の
７
月
か
ら
企
画
に
取
り
掛
か
り
、

製
品
化
ま
で
約
１
年
半
の
期
間
を
か
け
て

共
同
開
発
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　
発
売
に
至
る
ま
で
に
は
、
ロ
ー
ソ
ン
の
担

当
者
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
講
義
を
し

て
い
た
だ
く
な
ど
、
製
品
を
開
発
し
た
後

の
、「
販
売
」と
い
う
部
分
ま
で
深
く
掘
り
下

げ
た
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

　
素
材
は
鳥
取
大
学
の
産
品
と
し
て
使
用

可
能
な
「
安
納
芋
」、
形
態
は
「
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
」
に
決
定
し
ま
し
た
。実
際
に
使
用

す
る
安
納
芋
は
、
学
生
た
ち
が
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
農
場
で
苗
の
植
え
付
け
か
ら
収

穫
ま
で
行
い
ま
し
た
。

の
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
、

デ
ザ
イ
ン
会
社
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

な
が
ら
鳥
取
大
学
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
と
り
り
ん
」
と
「
カ

ウ
ィ
ー
」
の
楽
し
い
芋
掘

り
の
シ
ー
ン
を
表
現
し

た
そ
う
で
す
。　

　
菓
子
工
場
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
！

　
ま
ず
は
、
原
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
「
生
地

仕
込
室
」
へ
。生
地
を
こ
ね
て
い
る
ボ
ウ
ル

の
中
を
覗
く
と
、
な
ん
と
紫
色
！ 

こ
れ
が

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
の
パ
フ
に
な
り
ま
す
。

　
機
械
を
使
っ
て
決
め
ら
れ
た
分
量
ず
つ

絞
り
出
し
ト
ン
ネ
ル
型
の
オ
ー
ブ
ン
へ
。

オ
ー
ブ
ン
の
中
を
約
18
分
か
け
て
進
み
な

が
ら
、 

焼
か
れ
て
い
き
ま
す
。

　
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
の
生
地
は
、
粘
り
が
あ

る
の
が
特
徴
で
す
。オ
ー
ブ
ン
で
加
熱
す
る

こ
と
に
よ
り
、
生
地
に
含
ま
れ
て
い
た
水
分

が
水
蒸
気
へ
と
変
わ
り
ま
す
。こ
の
水
蒸
気

に
押
し
広
げ
ら
れ
て
生
地
が
膨
ら
み
、
水
蒸

気
が
生
地
の
外
へ
抜
け
、
焼
き
固
め
ら
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
膨
ら
ん
で
中
に
空
洞
が
出
来

る
そ
う
で
す
。

　
焼
き
あ
が
っ
た
姿
を
見
る
と
、
少
し
紫
色

が
か
っ
た
パ
フ
が
さ
つ
ま
い
も
を
連
想
さ

せ
ま
す
。

　
鉄
板
か
ら
コ
ン
ベ
ア
に
乗
り
換
え
、
い
よ

い
よ
ク
リ
ー
ム
の
充
填
で
す
。パ
フ
に
針
を

刺
し
、
中
に
ク
リ
ー
ム
を
注
ぎ
ま
す
。出
来

上
が
っ
た
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
は
、
す
ぐ
に

フ
ィ
ル
ム
で
包
み
、
箱
の
中
へ
入
れ
る
と
完

成
で
す
！

　
先
日
、
鳥
取
大
学
の
近
く
の
ロ
ー
ソ
ン
で

店
員
と
同
じ
制
服
に
身
を
包
み
、
店
頭
に
立

つ
学
生
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
が
開
発
し
た
製
品
を
お
客
様

が
手
に
取
る
瞬
間
に
立
ち
会
っ
た
事
は
、
学

生
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
学
生
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
が
盛
り
込
ま
れ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
製
品
「
と
り
り
ん
の
お
い
も

シ
ュ
ー
」
是
非
、
作
り
上
げ
た
学
生
の
事
を

思
い
な
が
ら
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
♪

１．製品開発センターでの試作のようす
２．鳥取大学キャンパス内で安納芋の収穫
３．紫色の生地がオーブンに入っていきます
４．焼きあがったとりりんのおいもシューのパフ
５．店頭販売に参加した学生の皆さん
６. 学生のアイデアが詰まった製品の完成です！

１
２

３
４

５
６

共
同
開
発
は

こ
だ
わ
り
が
ぎ
っ
し
り

い
ざ
現
場
へ
潜
入
！

　
学
生
は
、
製
品
開
発
の
担
当
者
と
一
緒
に

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
の
中
に
詰
め
る
ク
リ
ー

ム
の
配
合
の
決
定
な
ど
、
製
品
の
味
を
決

め
る
重
要
な
作
業
も
行
い
ま
し
た
。

　
中
で
も
こ
だ
わ
っ
た
の
は
「
安
納
芋
を
再

現
す
る
」こ
と
。そ
の
た
め
に
、
ク
リ
ー
ム
の

色
・
香
り･

甘
さ
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

安
納
芋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
甘
さ
の
ク
リ
ー

ム
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
、
パ
フ
に
塩
を

入
れ
る
こ
と
で
、
味
を
引
き
締
め
た
学
生
こ

だ
わ
り
の
一
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。　

　
ま
た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
、
学
生

　
11
月
某
日
、
大
山
乳
業
農
協
の
菓
子
工
場

で
は
香
ば
し
い
香
り
と
共
に
、
一
風
変
わ
っ

た
色
の
パ
フ
が
次
々
と
オ
ー
ブ
ン
か
ら
焼

き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
正
体
は
、
今
回
紹
介
す
る
鳥
取
大
学

と
大
山
乳
業
農
協
の
コ
ラ
ボ
企
画
第
２
弾

「
と
り
り
ん
の
お
い
も
シ
ュ
ー
」で
す
。

　
鳥
取
大
学
と
の
共
同
開
発
で
記
憶
に
新

し
い
の
は
、
今
年
７
月
、
大
山
乳
業
農
協
の

６
次
産
業
化
事
業
の
一
環
と
し
て
鳥
取
県

産
い
ち
ご「
紅
ほ
っ
ぺ
」を
使
用
し
た
、
鳥
取

大
学
農
学
部
と
の
コ
ラ
ボ
製
品
「
白
バ
ラ

い
ち
ご
あ
い
す
」で
す
。

　
第
１
弾
で
は
、
鳥
取
大
学
の
学
生
が
製
品

の
企
画
段
階
か
ら
開
発
に
関
わ
り
、
学
生
な

ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
と
デ
ザ
イ
ン
を
取
り

入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
、

発
売
時
に
は
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
な
ど
反
響
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、
白
バ
ラ
い
ち
ご
あ
い
す
に
続
く

コ
ラ
ボ
企
画
第
２
弾
と
し
て
生
ま
れ
た
の

が
、
鳥
取
大
学
産
安
納
芋
を
１
０
０
％
使
用

し
た
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
「
と
り
り
ん
の
お
い

も
シ
ュ
ー
」で
す
。

　
今
回
は
、
と
り
り
ん
の
お
い
も
シ
ュ
ー
に

グ
ッ
と
迫
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
！

大
学
生
と
コ
ラ
ボ
！

「
お
い
も
」
の
ス
イ
ー
ツ

鳥取大学×大山乳業農協
とりりんのおいもシューが
できるまで

？
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あ
り
ま
せ
ん
。

　
学
生
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
が
盛
り
込
ま
れ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
製
品
「
と
り
り
ん
の
お
い
も

シ
ュ
ー
」
是
非
、
作
り
上
げ
た
学
生
の
事
を

思
い
な
が
ら
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
♪

１．製品開発センターでの試作のようす
２．鳥取大学キャンパス内で安納芋の収穫
３．紫色の生地がオーブンに入っていきます
４．焼きあがったとりりんのおいもシューのパフ
５．店頭販売に参加した学生の皆さん
６. 学生のアイデアが詰まった製品の完成です！

１
２

３
４

５
６

共
同
開
発
は

こ
だ
わ
り
が
ぎ
っ
し
り

い
ざ
現
場
へ
潜
入
！

　
学
生
は
、
製
品
開
発
の
担
当
者
と
一
緒
に

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
の
中
に
詰
め
る
ク
リ
ー

ム
の
配
合
の
決
定
な
ど
、
製
品
の
味
を
決

め
る
重
要
な
作
業
も
行
い
ま
し
た
。

　
中
で
も
こ
だ
わ
っ
た
の
は
「
安
納
芋
を
再

現
す
る
」こ
と
。そ
の
た
め
に
、
ク
リ
ー
ム
の

色
・
香
り･

甘
さ
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

安
納
芋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
甘
さ
の
ク
リ
ー

ム
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
、
パ
フ
に
塩
を

入
れ
る
こ
と
で
、
味
を
引
き
締
め
た
学
生
こ

だ
わ
り
の
一
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。　

　
ま
た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
、
学
生

　
11
月
某
日
、
大
山
乳
業
農
協
の
菓
子
工
場

で
は
香
ば
し
い
香
り
と
共
に
、
一
風
変
わ
っ

た
色
の
パ
フ
が
次
々
と
オ
ー
ブ
ン
か
ら
焼

き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
正
体
は
、
今
回
紹
介
す
る
鳥
取
大
学

と
大
山
乳
業
農
協
の
コ
ラ
ボ
企
画
第
２
弾

「
と
り
り
ん
の
お
い
も
シ
ュ
ー
」で
す
。

　
鳥
取
大
学
と
の
共
同
開
発
で
記
憶
に
新

し
い
の
は
、
今
年
７
月
、
大
山
乳
業
農
協
の

６
次
産
業
化
事
業
の
一
環
と
し
て
鳥
取
県

産
い
ち
ご「
紅
ほ
っ
ぺ
」を
使
用
し
た
、
鳥
取

大
学
農
学
部
と
の
コ
ラ
ボ
製
品
「
白
バ
ラ

い
ち
ご
あ
い
す
」で
す
。

　
第
１
弾
で
は
、
鳥
取
大
学
の
学
生
が
製
品

の
企
画
段
階
か
ら
開
発
に
関
わ
り
、
学
生
な

ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
と
デ
ザ
イ
ン
を
取
り

入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
、

発
売
時
に
は
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
な
ど
反
響
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、
白
バ
ラ
い
ち
ご
あ
い
す
に
続
く

コ
ラ
ボ
企
画
第
２
弾
と
し
て
生
ま
れ
た
の

が
、
鳥
取
大
学
産
安
納
芋
を
１
０
０
％
使
用

し
た
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
「
と
り
り
ん
の
お
い

も
シ
ュ
ー
」で
す
。

　
今
回
は
、
と
り
り
ん
の
お
い
も
シ
ュ
ー
に

グ
ッ
と
迫
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
！

大
学
生
と
コ
ラ
ボ
！

「
お
い
も
」
の
ス
イ
ー
ツ

鳥取大学×大山乳業農協
とりりんのおいもシューが
できるまで

？



　
大
山
乳
業
農
協
の
広
島
営
業

所
で
日
々
奮
闘
中
の
田
中
で
す
。

　
今
年
の
春
、鳥
取
県
か
ら
家
族

共
々
引
っ
越
し
し
、
現
在
広
島
市

に
住
ん
で
お
り
ま
す
！

　
私
の
お
す
す
め
は
、「
白
バ
ラ

キ
ャ
ン
デ
ィ
チ
ー
ズ
」で
す
。　
　

我
が
家
に
は
幼
稚
園
、保
育
園
に

通
う
息
子
達
が
い
る
の
で
す
が
、

息
子
達
に
も
好
評
で
、子
育
て
を

手
伝
い
な
が
ら
子
ど
も
の
お
や

つ
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
お
つ
ま

み
と
し
て
も
美
味
し
く
食
べ
ら

れ
ま
す
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
か
わ
い
ら
し
い

で
す
が
、１
粒
ず
つ
が
包
装
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
食
べ
や
す
く
、
ま

た
乳
風
味
た
っ
ぷ
り
な
の
で
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
し
あ
わ
せ
な
気
分
？

に
も
な
れ
ま
す
。ぜ
ひ
皆
様
も
ご

賞
味
下
さ
い
！

　
12
月
12
日（
水
）、琴
浦
町
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
琴
浦
に
っ
こ
に
こ
食
堂
」
の
ク

リ
ス
マ
ス
会
へ
ケ
ー
キ
を
協
賛

し
ま
し
た
。

　
こ
の
食
堂
は
、事
情
に
よ
り
子

ど
も
だ
け
で
食
事
を
取
ら
ざ
る

を
得
な
い
家
庭
な
ど
の
支
援
を

目
的
に
、
毎
月
１
回
、
琴
浦
町
社

会
福
祉
協
議
会
が
開
催
さ
れ
て

い
る
取
り
組
み
で
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、大
山
乳

業
農
協
が
提
供
し
た
ホ
ワ
イ
ト

ケ
ー
キ
に
フ
ル
ー
ツ
が
ト
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
、子
ど
も
た
ち
は
嬉
し
そ

う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
山
乳
業
農
協
は
こ
れ
か
ら

も
、
学
校
給
食
を
は
じ
め
と
し

た
牛
乳
・
乳
製
品
を
お
届
け
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
支
え
る
支
援
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

―
　もうすぐクリスマスです。
　皆さん今年はどのようなケーキを注文
されましたか？
　このクリスマスケーキの歴史ですが、日
本では明治43年に不二家さんがフルー
ツケーキにデコレーションを施したケー
キを発売されたのが最初と言われてお
り、大正11年に現在の原型となる、スポン
ジ生地を使用したクリスマスケーキと
なったそうです。
　一般的にクリスマスケーキが普及した
のは昭和（戦後）になってからですが、当
時は現在主流の生クリームを使用した
ケーキでは無く、バタークリームが使用さ
れていました。
　自分が子どもの頃もまだバタークリー
ムが主流であり、クリスマスケーキだから
といって、さほどテンションが上がるもの
ではありませんでした。
　それがある年、生クリームを使用したク
リームに変わり、初めてそれを食べた時
の感動は今でも忘れません。（多分、自分
の歴史と大山乳業農協のクリスマスケー
キ製造の歴史はシンクロしているものと
思います）
　今では、様々なクリスマスケーキが販
売されており、デコレーションも年々凝っ
たものになっている気がします。大山乳
業農協でも製品開発センターで試作を重
ね、毎年新作のケーキをお客様にお届け
しています。
　皆さんも自慢のクリームをたっぷり使
用した、大山乳業農
協のケーキと共に、
良いクリスマスをお
過ごしください。

大
人
も
子
ど
も
も
皆
さ
ん
に
オ
ス
ス

メ
で
す
！

　
こ
の
度
の
大
会
は
、「
組
合
員
と
と

も
に
農
業
・
地
域
の
未
来
を
拓
く
」

を
テ
ー
マ
に
３
つ
の
基
本
目
標
が

大
会
決
議
さ
れ
ま
し
た
。　

　
先
回
の
48
回
大
会
で
決
議
さ
れ

た
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
を
更
に
深
め
る

為
、
着
実
な
実
践
と
そ
の
進
捗
管
理

を
徹
底
し
、
夢
の
あ
る
元
気
な
鳥
取

県
農
業
・
地
域
を
目
指
し
、組
合
員
・

役
職
員
が
一 

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
食
料
安
全
保
障
の
確
立
に

向
け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
特
別

決
議
が
小
前
組
合
長
よ
り
提
案
さ

れ
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
議
案
に
は
、
食
料
・
農
業
・
農

村
の「
担
い
手
」「
支
え
手
」を
一
人
で

も
増
や
す
こ
と
で
、
わ
が
国
の
「
食

料
安
全
保
障
の
確
立
」
に
貢
献
す
る

こ
と
と
あ
り
、
私
た
ち
の
組
合
も
更

な
る
安
定
的
な
生
乳
生
産
と
継
続

的
な
供
給
を
基
に
農
産
物
市
場
国

際
化
を
乗
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
大
会
も
多
く
の
組
合
員
・

農
協
・
協
同
組
合
関
係
者
が
参
加

し
、
最
後
に
木
下
理
事
（
鳥
取
県
畜

産
農
協
組
合
長
）
よ
り
大
会
宣
言
が

な
さ
れ
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。　

　

第
49
回
鳥
取
県
Ｊ
Ａ
大
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

11
月
21
日（
水
）湯
梨
浜
町
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

１ 

持
続
可
能
な
鳥
取
県
農
業
の
実
現

２ 

地
域
社
会
へ
の
貢
献

３ 

協
同
組
合
と
し
て
の
役
割
発
揮

琴
浦
に
っ
こ
に
こ
食
堂
へ
ケ
ー
キ
の
協
賛
を
行
い
ま
し
た
！

大会のようす大会のようす

特別決議提案
される小前組合長
特別決議提案
される小前組合長

フルーツがトッピングされた大山
乳業のカットケーキ

食事を受け取る子どもたち

　
11
月
に
京
都
府
内
の
４
会
場
に
て
、Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｐ
牛
乳
産
直
交
流
協
会
主
催
の
京
都
生

協
産
直
ミ
ニ
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
談
会
に
は
大
山
乳
業
農
協
と
鳥
取
県

畜
産
農
協
が
参
加
し
、
子
育
て
世
代
か
ら
シ

ニ
ア
世
代
と
幅
広
い
年
齢
層
の
生
協
組
合

員
様
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
生
産
地
の
取
組
み
を
紹

介
、
牛
乳
の
飲
み
比
べ
や
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
な
ど
の
試
食
を
行
っ
た
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
参
加
い
た
だ
い
た
生
協
組
合
員
様
よ
り

「
産
地
の
お
話
し
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」
や

「
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」「
試
食
が
ど
れ
も

美
味
し
か
っ
た
」
と
嬉
し
い
お
声
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　
10
月
27
日（
土
）、
京
都
市
に
あ
る
龍
谷
大

学
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
牛
乳

産
直
交
流
協
会
主
催
の
「
２
０
１
８
年
産
直

フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
例
年
鳥
取
県
内
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
さ
ら
に
多
く
の
方
に
参
加
し

て
頂
け
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、
初
め
て
消
費

地
側
の
京
都
で
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
鳥
取
の
産
直
牛
乳
・

牛
肉
の
消
費
が
広
が
る
交
流
を
も
っ
と
し

よ
う
」。当
組
合
か
ら
も
小
前
組
合
長
、
平
野

専
務
を
は
じ
め
、
武
本
筆
頭
理
事
、
山
本
理

事
、岩
永
理
事
、川
本
理
事
、田
中
監
事
、真

山
健
太
郎
さ
ん
と
京
都
営
業
所
職
員
も
参

加
し
、
総
勢
１
６
０
人
が
参
加
し
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　
鯰
江
会
長
（
京
都
生
協
常
務
理
事
）
に
よ

る
開
会
挨
拶
で
産
直
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
ス

タ
ー
ト
す
る
と
、
第
１
部
の
基
調
講
演
で

は
、
奈
良
女
子
大
学
講
師
の
青
木
美
沙
氏
に

よ
る
「
消
費
者
と
生
産
者
を
つ
な
ぐ
、
協
同

組
合
間
協
同
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
産
直
」
と

題
し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
生
協
産
直

の
成
り
立
ち
か
ら
日
本
の
酪
農
・
農
業
の

現
状
、
協
同
組
合
間
産
直
の
意
義
に
つ
い

て
、講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
生
産
地
側
よ
り
酪
農
生
産
者
の

真
山
健
太
郎
さ
ん
、(

株)

美
歎
牧
場
東
部

哺
育
セ
ン
タ
ー
職
員
の
中
山
亜
希
さ
ん
よ

り
、
現
在
の
取
り
組
み
や
苦
労
話
、
牛
へ
の

愛
情
た
っ
ぷ
り
な
お
世
話
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
報
告
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
試
食
交
流
会
で
は
、
大
山
乳
業

農
協
よ
り
殺
菌
温
度
の
違
う
牛
乳
の
飲
み

比
べ
、み
る
く
鍋
、シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、鳥
取

県
畜
産
農
協
よ
り
サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
、
す

ね
肉
の
煮
込
み
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
産
地

の
味
を
楽
し
み
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
意
見
交
換
や
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
立
食
で
の
夕
食
交
流
会
で
は
各

団
体
か
ら
の
近
況
報
告
も
あ
り
、
生
産
者
と

消
費
者
の
顔
が
見
え
、
産
地
直
結
の
絆
を
深

め
ら
れ
、有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
木
下
副
会
長
（
鳥
取
県
畜
産
農
協

組
合
長
）よ
り
、「
こ
れ
か
ら
も
鳥
取
の
牛
乳

と
牛
肉
を
た
く
さ
ん
ご
利
用
し
て
頂
き
、
産

直
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
閉
会
挨
拶
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
　
産
直
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
京
都

営
業
課
レ
ポ
ー
ト

京
都
生
協

産
直
ミ
ニ
懇
談
会
に
参
加

11月

工
場
見
学
通
路
開
放
デ
ー

過
去
最
多
３
０
０
名
来
場

11/23
　
11
月
23
日
（
金
・
祝
）、「
見
学
通
路
開
放

デ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は「
み
・
る
・
く
」に
ち
な
ん
で「
３
・

６
・
９
」
月
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
大
変
好
評
で
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
多
く

の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
沢
山
の
皆
様
に
工
場
見
学
に
ご
来
場
い

た
だ
い
た
感
謝
と
、
こ
の
機
会
に
大
山
乳
業

農
協
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
お
試
し
頂

き
た
い
！
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
日
は
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の
試
食
会
も
行
い
ま
し
た
。

　「
ケ
ー
キ
も
牛
乳
も
美
味
し
か
っ
た
。」

「
今
年
も
白
バ
ラ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を

注
文
し
ま
す
！
」
と
い
う
有
難
い
お
声
も
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
開
催
時
間
は
２
時
間
程
で
し
た
が
、
県
内

在
住
の
方
を
中
心
に
県
外
か
ら
も
多
く
お

越
し
頂
き
、
同
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
最
多
の
計

３
０
０
名
の
ご
来
場
と
な
り
ま
し
た
。　

　
今
後
も
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な

ど
を
通
し
て
、

多
く
の
お
客
様

が
工
場
見
学
に

ご
来
場
い
た
だ

け
る
よ
う
工
夫

し
た
い
と
思
い

ま
す
。

11月 15 日（木）北ブロックでの懇談会の
ようす

当日の見学通路のようす当日の見学通路のようす

交流会のようす交流会のようす

生産者の真山健太郎さん生産者の真山健太郎さん



　
大
山
乳
業
農
協
の
広
島
営
業

所
で
日
々
奮
闘
中
の
田
中
で
す
。

　
今
年
の
春
、鳥
取
県
か
ら
家
族

共
々
引
っ
越
し
し
、
現
在
広
島
市

に
住
ん
で
お
り
ま
す
！

　
私
の
お
す
す
め
は
、「
白
バ
ラ

キ
ャ
ン
デ
ィ
チ
ー
ズ
」で
す
。　
　

我
が
家
に
は
幼
稚
園
、保
育
園
に

通
う
息
子
達
が
い
る
の
で
す
が
、

息
子
達
に
も
好
評
で
、子
育
て
を

手
伝
い
な
が
ら
子
ど
も
の
お
や

つ
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
お
つ
ま

み
と
し
て
も
美
味
し
く
食
べ
ら

れ
ま
す
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
か
わ
い
ら
し
い

で
す
が
、１
粒
ず
つ
が
包
装
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
食
べ
や
す
く
、
ま

た
乳
風
味
た
っ
ぷ
り
な
の
で
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
し
あ
わ
せ
な
気
分
？

に
も
な
れ
ま
す
。ぜ
ひ
皆
様
も
ご

賞
味
下
さ
い
！

　
12
月
12
日（
水
）、琴
浦
町
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
琴
浦
に
っ
こ
に
こ
食
堂
」
の
ク

リ
ス
マ
ス
会
へ
ケ
ー
キ
を
協
賛

し
ま
し
た
。

　
こ
の
食
堂
は
、事
情
に
よ
り
子

ど
も
だ
け
で
食
事
を
取
ら
ざ
る

を
得
な
い
家
庭
な
ど
の
支
援
を

目
的
に
、
毎
月
１
回
、
琴
浦
町
社

会
福
祉
協
議
会
が
開
催
さ
れ
て

い
る
取
り
組
み
で
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、大
山
乳

業
農
協
が
提
供
し
た
ホ
ワ
イ
ト

ケ
ー
キ
に
フ
ル
ー
ツ
が
ト
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
、子
ど
も
た
ち
は
嬉
し
そ

う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
山
乳
業
農
協
は
こ
れ
か
ら

も
、
学
校
給
食
を
は
じ
め
と
し

た
牛
乳
・
乳
製
品
を
お
届
け
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
支
え
る
支
援
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

―
　もうすぐクリスマスです。
　皆さん今年はどのようなケーキを注文
されましたか？
　このクリスマスケーキの歴史ですが、日
本では明治43年に不二家さんがフルー
ツケーキにデコレーションを施したケー
キを発売されたのが最初と言われてお
り、大正11年に現在の原型となる、スポン
ジ生地を使用したクリスマスケーキと
なったそうです。
　一般的にクリスマスケーキが普及した
のは昭和（戦後）になってからですが、当
時は現在主流の生クリームを使用した
ケーキでは無く、バタークリームが使用さ
れていました。
　自分が子どもの頃もまだバタークリー
ムが主流であり、クリスマスケーキだから
といって、さほどテンションが上がるもの
ではありませんでした。
　それがある年、生クリームを使用したク
リームに変わり、初めてそれを食べた時
の感動は今でも忘れません。（多分、自分
の歴史と大山乳業農協のクリスマスケー
キ製造の歴史はシンクロしているものと
思います）
　今では、様々なクリスマスケーキが販
売されており、デコレーションも年々凝っ
たものになっている気がします。大山乳
業農協でも製品開発センターで試作を重
ね、毎年新作のケーキをお客様にお届け
しています。
　皆さんも自慢のクリームをたっぷり使
用した、大山乳業農
協のケーキと共に、
良いクリスマスをお
過ごしください。

大
人
も
子
ど
も
も
皆
さ
ん
に
オ
ス
ス

メ
で
す
！

　
こ
の
度
の
大
会
は
、「
組
合
員
と
と

も
に
農
業
・
地
域
の
未
来
を
拓
く
」

を
テ
ー
マ
に
３
つ
の
基
本
目
標
が

大
会
決
議
さ
れ
ま
し
た
。　

　
先
回
の
48
回
大
会
で
決
議
さ
れ

た
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
を
更
に
深
め
る

為
、
着
実
な
実
践
と
そ
の
進
捗
管
理

を
徹
底
し
、
夢
の
あ
る
元
気
な
鳥
取

県
農
業
・
地
域
を
目
指
し
、組
合
員
・

役
職
員
が
一 

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
食
料
安
全
保
障
の
確
立
に

向
け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
特
別

決
議
が
小
前
組
合
長
よ
り
提
案
さ

れ
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
議
案
に
は
、
食
料
・
農
業
・
農

村
の「
担
い
手
」「
支
え
手
」を
一
人
で

も
増
や
す
こ
と
で
、
わ
が
国
の
「
食

料
安
全
保
障
の
確
立
」
に
貢
献
す
る

こ
と
と
あ
り
、
私
た
ち
の
組
合
も
更

な
る
安
定
的
な
生
乳
生
産
と
継
続

的
な
供
給
を
基
に
農
産
物
市
場
国

際
化
を
乗
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
大
会
も
多
く
の
組
合
員
・

農
協
・
協
同
組
合
関
係
者
が
参
加

し
、
最
後
に
木
下
理
事
（
鳥
取
県
畜

産
農
協
組
合
長
）
よ
り
大
会
宣
言
が

な
さ
れ
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。　

　

第
49
回
鳥
取
県
Ｊ
Ａ
大
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

11
月
21
日（
水
）湯
梨
浜
町
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

１ 

持
続
可
能
な
鳥
取
県
農
業
の
実
現

２ 

地
域
社
会
へ
の
貢
献

３ 

協
同
組
合
と
し
て
の
役
割
発
揮

琴
浦
に
っ
こ
に
こ
食
堂
へ
ケ
ー
キ
の
協
賛
を
行
い
ま
し
た
！

大会のようす大会のようす

特別決議提案
される小前組合長
特別決議提案
される小前組合長

フルーツがトッピングされた大山
乳業のカットケーキ

食事を受け取る子どもたち

　
11
月
に
京
都
府
内
の
４
会
場
に
て
、Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｐ
牛
乳
産
直
交
流
協
会
主
催
の
京
都
生

協
産
直
ミ
ニ
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
談
会
に
は
大
山
乳
業
農
協
と
鳥
取
県

畜
産
農
協
が
参
加
し
、
子
育
て
世
代
か
ら
シ

ニ
ア
世
代
と
幅
広
い
年
齢
層
の
生
協
組
合

員
様
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
生
産
地
の
取
組
み
を
紹

介
、
牛
乳
の
飲
み
比
べ
や
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
な
ど
の
試
食
を
行
っ
た
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
参
加
い
た
だ
い
た
生
協
組
合
員
様
よ
り

「
産
地
の
お
話
し
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」
や

「
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」「
試
食
が
ど
れ
も

美
味
し
か
っ
た
」
と
嬉
し
い
お
声
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　
10
月
27
日（
土
）、
京
都
市
に
あ
る
龍
谷
大

学
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
牛
乳

産
直
交
流
協
会
主
催
の
「
２
０
１
８
年
産
直

フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
例
年
鳥
取
県
内
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
さ
ら
に
多
く
の
方
に
参
加
し

て
頂
け
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、
初
め
て
消
費

地
側
の
京
都
で
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
鳥
取
の
産
直
牛
乳
・

牛
肉
の
消
費
が
広
が
る
交
流
を
も
っ
と
し

よ
う
」。当
組
合
か
ら
も
小
前
組
合
長
、
平
野

専
務
を
は
じ
め
、
武
本
筆
頭
理
事
、
山
本
理

事
、岩
永
理
事
、川
本
理
事
、田
中
監
事
、真

山
健
太
郎
さ
ん
と
京
都
営
業
所
職
員
も
参

加
し
、
総
勢
１
６
０
人
が
参
加
し
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　
鯰
江
会
長
（
京
都
生
協
常
務
理
事
）
に
よ

る
開
会
挨
拶
で
産
直
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
ス

タ
ー
ト
す
る
と
、
第
１
部
の
基
調
講
演
で

は
、
奈
良
女
子
大
学
講
師
の
青
木
美
沙
氏
に

よ
る
「
消
費
者
と
生
産
者
を
つ
な
ぐ
、
協
同

組
合
間
協
同
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
産
直
」
と

題
し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
生
協
産
直

の
成
り
立
ち
か
ら
日
本
の
酪
農
・
農
業
の

現
状
、
協
同
組
合
間
産
直
の
意
義
に
つ
い

て
、講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
生
産
地
側
よ
り
酪
農
生
産
者
の

真
山
健
太
郎
さ
ん
、(

株)

美
歎
牧
場
東
部

哺
育
セ
ン
タ
ー
職
員
の
中
山
亜
希
さ
ん
よ

り
、
現
在
の
取
り
組
み
や
苦
労
話
、
牛
へ
の

愛
情
た
っ
ぷ
り
な
お
世
話
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
報
告
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
試
食
交
流
会
で
は
、
大
山
乳
業

農
協
よ
り
殺
菌
温
度
の
違
う
牛
乳
の
飲
み

比
べ
、み
る
く
鍋
、シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、鳥
取

県
畜
産
農
協
よ
り
サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
、
す

ね
肉
の
煮
込
み
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
産
地

の
味
を
楽
し
み
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
意
見
交
換
や
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
立
食
で
の
夕
食
交
流
会
で
は
各

団
体
か
ら
の
近
況
報
告
も
あ
り
、
生
産
者
と

消
費
者
の
顔
が
見
え
、
産
地
直
結
の
絆
を
深

め
ら
れ
、有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
木
下
副
会
長
（
鳥
取
県
畜
産
農
協

組
合
長
）よ
り
、「
こ
れ
か
ら
も
鳥
取
の
牛
乳

と
牛
肉
を
た
く
さ
ん
ご
利
用
し
て
頂
き
、
産

直
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
閉
会
挨
拶
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
　
産
直
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
京
都

営
業
課
レ
ポ
ー
ト

京
都
生
協

産
直
ミ
ニ
懇
談
会
に
参
加

11月

工
場
見
学
通
路
開
放
デ
ー

過
去
最
多
３
０
０
名
来
場

11/23
　
11
月
23
日
（
金
・
祝
）、「
見
学
通
路
開
放

デ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は「
み
・
る
・
く
」に
ち
な
ん
で「
３
・

６
・
９
」
月
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
大
変
好
評
で
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
多
く

の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
沢
山
の
皆
様
に
工
場
見
学
に
ご
来
場
い

た
だ
い
た
感
謝
と
、
こ
の
機
会
に
大
山
乳
業

農
協
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
お
試
し
頂

き
た
い
！
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
日
は
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の
試
食
会
も
行
い
ま
し
た
。

　「
ケ
ー
キ
も
牛
乳
も
美
味
し
か
っ
た
。」

「
今
年
も
白
バ
ラ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を

注
文
し
ま
す
！
」
と
い
う
有
難
い
お
声
も
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
開
催
時
間
は
２
時
間
程
で
し
た
が
、
県
内

在
住
の
方
を
中
心
に
県
外
か
ら
も
多
く
お

越
し
頂
き
、
同
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
最
多
の
計

３
０
０
名
の
ご
来
場
と
な
り
ま
し
た
。　

　
今
後
も
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な

ど
を
通
し
て
、

多
く
の
お
客
様

が
工
場
見
学
に

ご
来
場
い
た
だ

け
る
よ
う
工
夫

し
た
い
と
思
い

ま
す
。

11月 15 日（木）北ブロックでの懇談会の
ようす

当日の見学通路のようす当日の見学通路のようす

交流会のようす交流会のようす

生産者の真山健太郎さん生産者の真山健太郎さん



↑
（円安傾向）

↑
（円安傾向）

クレイングラス

ストロー類

（デハイ）

↑

↑

↑

↑

輸入粗飼料の情勢

好調な産地相場を背景に作付面積は回復傾向にあり、１９年産は１８
年産以上の生産量が期待される。１８年産の直近の産地相場はさらに
強含みで推移している。背景には自給飼料不足の韓国の引き合いや豪
州産オーツの生産減があり、極めて堅調な相場を形成している。

１８年産のライグラスストローの生産量は大きく減じている。
旧穀の繰り越し在庫もなく、韓国の自給飼料不足や中国産稲わらの供
給懸念により、産地相場は日々上昇している。
一方、フェスキューストローの作付面積は増えており、ライグラスに
比べると供給力は高いと思われる。

↑
（円安傾向）オーツヘイ ↑ ↑

産地相場は、
①豪州国内の自給粗飼料が不足していることからオーツヘイへの引
き合いがグレードを問わず強まっていること
②日本、中国および韓国からの需要も堅調な状況が続いていること
③豪州国内全体でのオーツヘイの生産量が例年よりも少なく、今後の
需要動向次第では供給力に不安があること
から、前月よりもさらに高値で推移している。昨年に比べ大幅な価格
上昇となるため、今後の需要動向には注視が必要と言える。

↑
（円安傾向）

USチモシー ↑ ↑
１８年産 1番刈は上級品を中心にほぼ完売となっている。
やや余剰感があった２番刈の中級品以下についても、豪州産オーツの
生産量の減少から引き合いは増え始めると予想される。

↑
（円安傾向）ヘイキューブ → ↑

フレート ↑

１１月から１２月にかけて、一部船社で海上運賃一斉値上げや緊急燃料
費割増しが実施された。
米国西海岸ロサンゼルス／ロングビーチ港において、ピアパスが夜間を
含めた全日が対象となった。
輸入品価格へ転嫁されることとなる。

ビートパルプ ↑
（円安傾向）

↑ ↑

新穀の収穫作業はほぼ終了している。
昨年に比べ１か月余り収穫のスケジュールは遅れている。既に圃場が凍
結し収穫を断念せざるを得ず、当初見込みを大きく下回る収量となった
地域も出ており、ビートパルプペレットの生産量も大きく下方修正・減産
が見込まれる。

↑
（円安傾向）

カナダチモシー ↑ ↑

南部レスブリッジ地区の１８年産 1 番刈は上級品の発生が８０％前
後で中級品以下が限定的となっている。一方、２番刈はやや刈り遅れ
傾向であったため中級品以下の発生が中心となった。
中部クレモナ地区の１８年産は上級品の発生は限られ、収量は例年の
半分程度となっている。国内からの上級品への引き合いは非常に強く
産地価格は大幅に上昇した。

↑
（円安傾向）

ルーサンペレット → ↑

↑
（円安傾向）

アルファルファヘイ ↑ ↑

【米国産アルファルファの輸出動向】
日本向けは夏季の酷暑や生乳生産量の減少といったマイナス要因は
あるものの、輸出量は大きく変わっていない。貿易摩擦下にある中国
向けは、関税の増加により輸出量は減少している。一方、ＵＡＥやサウ
ジアラビアなどの中東向けの輸出量は増加傾向にある。

↑
（円安傾向）

スーダングラス ↑ ↑

主産地インペリアルバレーでは、各サプライヤーが抱える在庫のみと
なっている。茎細の上級品についてはすべて成約済となっており、中
～低級品で若干の売り物が残っている。しかしながら、豪州産オーツ
ヘイの生産量減少と価格の高騰を受け、安価なイネ科牧草として中～
低級品への需要が急増しており、スーダンの産地相場は強含みに推移
している。１８年産の作柄については、収穫期の天候に恵まれたこと
から上級品の発生が中心となっている。

品　目
今後の改定要因

特　記　事　項
品代 為替 フレート

公益財団法人 鳥取県畜産振興協会  乳用牛放牧預託牛成績状況報告公益財団法人 鳥取県畜産振興協会  乳用牛放牧預託牛成績状況報告

ET実績（乳牛）
※実施数、受胎率は鑑定済みのもの

年月 実施数 受胎数 受胎率

AI実績（乳牛）

年月 実施数 受胎数 受胎率

※1　種付けは、13 ヶ月以上、体高127㎝で実施
※2　妊娠牛月齢の割合及び妊娠牛中の ET の割合は、それぞれ妊娠牛中の割合

出 荷 乳 量
出荷戸数（戸）

100t 以上

80t 以上  100t 未満

60t 以上 80t 未満

40t 以上 60t 未満

20t 以上 40t 未満

10t 以上 20t 未満

10t 未満

計

牧　場　名 区分 頭数

内　　　　訳

育成牛

種付け対象牛 妊娠牛（月齢）
うち種付中

未種付 17以下 18～20 21以上
妊娠

牛中の
ET

うち妊
鑑待ち

鳥取放牧場
乳牛

割合（％）

鳥取放牧場計
乳牛

割合（％）

大山放牧場
乳牛

割合（％）

俵原牧野
乳牛

割合（％）

大山放牧場計
乳牛

割合（％）

総　　　　計
乳牛

割合（％）

558

100

558

100

438

100

0

438

100

996

100

単位：頭　　　　平成30年11月30日現在

197

35

197

35

166

38

0

166

38

363

36

204

37

204

37

118

27

0

118

27

322

32

152

27

152

27

88

20

0

88

20

240

24

50

9

50

9

31

7

0

31

7

81

8

52

9

52

9

30

7

0

30

7

82

8

157

28

157

28

154

35

0

154

35

311

31

99

63

99

63

59

38

0

59

38

158

51

41

26

41

26

63

41

0

63

41

104

33

17

11

17

11

32

21

0

32

21

49

16

62

39

62

39

24

16

0

24

16

86

28

H29.10

H29.11

H29.12

H30.01

H30.02

H30.03

H30.04

H30.05

H30.06

H30.07

H30.08

H30.09

H29.10

H29.11

H29.12

H30.01

H30.02

H30.03

H30.04

H30.05

H30.06

H30.07

H30.08

H30.09

113

139

128

106

103

77

98

103

82

58

96

113

62

73

65

64

59

42

49

60

49

21

48

61

55%

53%

51%

60%

57%

55%

50%

58%

60%

36%

50%

54%

53

45

41

40

37

81

43

42

34

36

34

52

26

24

22

22

18

45

21

23

15

15

13

29

49%

53%

54%

55%

49%

56%

49%

55%

44%

42%

38%

56%

平成30年 平成29年

平成３０年１１月分
生乳出荷量別生産者戸数

12
4
9
13
28
26
25
117

10

5

9

12

31

27

29
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↑
（円安傾向）

↑
（円安傾向）

クレイングラス

ストロー類

（デハイ）

↑

↑

↑

↑

輸入粗飼料の情勢

好調な産地相場を背景に作付面積は回復傾向にあり、１９年産は１８
年産以上の生産量が期待される。１８年産の直近の産地相場はさらに
強含みで推移している。背景には自給飼料不足の韓国の引き合いや豪
州産オーツの生産減があり、極めて堅調な相場を形成している。

１８年産のライグラスストローの生産量は大きく減じている。
旧穀の繰り越し在庫もなく、韓国の自給飼料不足や中国産稲わらの供
給懸念により、産地相場は日々上昇している。
一方、フェスキューストローの作付面積は増えており、ライグラスに
比べると供給力は高いと思われる。

↑
（円安傾向）オーツヘイ ↑ ↑

産地相場は、
①豪州国内の自給粗飼料が不足していることからオーツヘイへの引
き合いがグレードを問わず強まっていること
②日本、中国および韓国からの需要も堅調な状況が続いていること
③豪州国内全体でのオーツヘイの生産量が例年よりも少なく、今後の
需要動向次第では供給力に不安があること
から、前月よりもさらに高値で推移している。昨年に比べ大幅な価格
上昇となるため、今後の需要動向には注視が必要と言える。

↑
（円安傾向）

USチモシー ↑ ↑
１８年産 1番刈は上級品を中心にほぼ完売となっている。
やや余剰感があった２番刈の中級品以下についても、豪州産オーツの
生産量の減少から引き合いは増え始めると予想される。

↑
（円安傾向）ヘイキューブ → ↑

フレート ↑

１１月から１２月にかけて、一部船社で海上運賃一斉値上げや緊急燃料
費割増しが実施された。
米国西海岸ロサンゼルス／ロングビーチ港において、ピアパスが夜間を
含めた全日が対象となった。
輸入品価格へ転嫁されることとなる。

ビートパルプ ↑
（円安傾向）

↑ ↑

新穀の収穫作業はほぼ終了している。
昨年に比べ１か月余り収穫のスケジュールは遅れている。既に圃場が凍
結し収穫を断念せざるを得ず、当初見込みを大きく下回る収量となった
地域も出ており、ビートパルプペレットの生産量も大きく下方修正・減産
が見込まれる。

↑
（円安傾向）

カナダチモシー ↑ ↑

南部レスブリッジ地区の１８年産 1 番刈は上級品の発生が８０％前
後で中級品以下が限定的となっている。一方、２番刈はやや刈り遅れ
傾向であったため中級品以下の発生が中心となった。
中部クレモナ地区の１８年産は上級品の発生は限られ、収量は例年の
半分程度となっている。国内からの上級品への引き合いは非常に強く
産地価格は大幅に上昇した。

↑
（円安傾向）

ルーサンペレット → ↑

↑
（円安傾向）

アルファルファヘイ ↑ ↑

【米国産アルファルファの輸出動向】
日本向けは夏季の酷暑や生乳生産量の減少といったマイナス要因は
あるものの、輸出量は大きく変わっていない。貿易摩擦下にある中国
向けは、関税の増加により輸出量は減少している。一方、ＵＡＥやサウ
ジアラビアなどの中東向けの輸出量は増加傾向にある。

↑
（円安傾向）

スーダングラス ↑ ↑

主産地インペリアルバレーでは、各サプライヤーが抱える在庫のみと
なっている。茎細の上級品についてはすべて成約済となっており、中
～低級品で若干の売り物が残っている。しかしながら、豪州産オーツ
ヘイの生産量減少と価格の高騰を受け、安価なイネ科牧草として中～
低級品への需要が急増しており、スーダンの産地相場は強含みに推移
している。１８年産の作柄については、収穫期の天候に恵まれたこと
から上級品の発生が中心となっている。

品　目
今後の改定要因

特　記　事　項
品代 為替 フレート

公益財団法人 鳥取県畜産振興協会  乳用牛放牧預託牛成績状況報告公益財団法人 鳥取県畜産振興協会  乳用牛放牧預託牛成績状況報告

ET実績（乳牛）
※実施数、受胎率は鑑定済みのもの

年月 実施数 受胎数 受胎率

AI実績（乳牛）

年月 実施数 受胎数 受胎率

※1　種付けは、13 ヶ月以上、体高127㎝で実施
※2　妊娠牛月齢の割合及び妊娠牛中の ET の割合は、それぞれ妊娠牛中の割合

出 荷 乳 量
出荷戸数（戸）

100t 以上

80t 以上  100t 未満

60t 以上 80t 未満

40t 以上 60t 未満

20t 以上 40t 未満

10t 以上 20t 未満

10t 未満

計

牧　場　名 区分 頭数

内　　　　訳

育成牛

種付け対象牛 妊娠牛（月齢）
うち種付中

未種付 17以下 18～20 21以上
妊娠

牛中の
ET

うち妊
鑑待ち

鳥取放牧場
乳牛

割合（％）

鳥取放牧場計
乳牛

割合（％）

大山放牧場
乳牛

割合（％）

俵原牧野
乳牛

割合（％）

大山放牧場計
乳牛

割合（％）

総　　　　計
乳牛

割合（％）

558

100

558

100

438

100

0

438

100

996

100

単位：頭　　　　平成30年11月30日現在

197

35

197

35

166

38

0

166

38

363

36

204

37

204

37

118

27

0

118

27

322

32

152

27

152

27

88

20

0

88

20

240

24

50

9

50

9

31

7

0

31

7

81

8

52

9

52

9

30

7

0

30

7

82

8

157

28

157

28

154

35

0

154

35

311

31

99

63

99

63

59

38

0

59

38

158

51

41

26

41

26

63

41

0

63

41

104

33

17

11

17

11

32

21

0

32

21

49

16

62

39

62

39

24

16

0

24

16

86

28

H29.10

H29.11

H29.12

H30.01

H30.02

H30.03

H30.04

H30.05

H30.06

H30.07

H30.08

H30.09

H29.10

H29.11

H29.12

H30.01

H30.02

H30.03

H30.04

H30.05

H30.06

H30.07

H30.08

H30.09

113

139

128

106

103

77

98

103

82

58

96

113

62

73

65

64

59

42

49

60

49

21

48

61

55%

53%

51%

60%

57%

55%

50%

58%

60%

36%

50%

54%

53

45

41

40

37

81

43

42

34

36

34

52

26

24

22

22

18

45

21

23

15

15

13

29

49%

53%

54%

55%

49%

56%

49%

55%

44%

42%

38%

56%

平成30年 平成29年

平成３０年１１月分
生乳出荷量別生産者戸数

12
4
9
13
28
26
25
117

10

5

9

12

31

27

29
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鳥取県より
知事表彰を受けました。

【提出議案】
第1号議案　１０月末経営検討について
第2号議案　指導部関連規程の改廃について
第3号議案　白バラ認証制度の設定について
第4号議案　人事関連規程の設定及び一部変更について
第5号議案　固定資産の取得について
第6号議案　役員定数について
第7号議案　鳥取県酪農民連合会の畜産・酪農政策要求に
　　　　　   対する助成について
第8号議案　貸付牛の貸付承認について
第9号議案　年末一時金について

理事会だより 平成30年11月20日理事会にて
次の議案が決議されました

直売所・工場見学営業日
お問い合わせ窓口営業日について年末年始

総　務　部
職員の方へ コンプライアンス・

人権研修会について

お
い
し
い
牛
乳
が
飲
め
る
こ
と
が
、大
学

を
卒
業
し
て
、鳥
取
に
帰
っ
て
き
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
理
由
の
１
つ
で
す
。

牛
乳(

配
達)

を
頼
ん
で
い
ま
す
。主
に
コ
ー

ヒ
ー
に
入
れ
て
飲
ん
で
い
ま
す
が
、と
て

も
美
味
し
い
で
す
！
牛
乳
を
美
味
し
く
頂

い
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！

下記の通り異動辞令が
発令されました。異動辞令等

（  氏　　名  ）
品質管理部
　検査課　職員 下津　沙織 指導課　職員

（ 所 属 及 び 役 職 ） （旧所属及び役職）

異動辞令(平成30年12月1日付)

　鳥取県企業子宝率調査において、高い企業内子宝
率と、子育て環境の改善の為の優秀な取り組みを実
施しているとして、鳥取県より
知事表彰を受けました。
　今後も子育て世代の働き
やすい環境整備などに積極
的に取り組みます。

白
バ
ラ
牛
乳
を
飲
ん
で
育
ち
ま
し
た
。白

バ
ラ
牛
乳
が
１
番
美
味
し
い
牛
乳
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、安
心
で
美

味
し
い
白
バ
ラ
牛
乳
、お
菓
子
な
ど
を
供

給
し
続
け
て
下
さ
い
。
応
援
し
て
い

ま
す
。

（
京
都
府
）

工
場
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

職
員
の
方
も
親
切
で
、お
土
産
も
頂
き
大

変
満
足
し
ま
し
た
。私
は
昔
か
ら
パ
ッ
ク

入
り
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
が
大
好
き
で

す
。山
陰
以
外
に
も
白
バ
ラ
フ
ァ
ン
が
多

い
の
で
、こ
れ
か
ら
も
美
味
し
い
商
品
を

届
け
て
く
だ
さ
い
！

（
鳥
取
県
）

今
は
岡
山
に
住
ん
で
ま
す
が
故
郷
は
鳥

取
。学
校
給
食
で
三
角
パ
ッ
ク
の
白
バ
ラ

牛
乳
を
飲
ん
で
育
っ
た
の
で
、今
は
懐
か

し
み
な
が
ら
飲
ん
で
い
ま
す
。昔
も
今
も

美
味
し
い
牛
乳
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

（
岡
山
県
）

鳥
取
市
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
際
、
風
呂

上
が
り
に
飲
ん
だ
牛
乳
の
味
が
忘
れ
ら

れ
な
い
。鳥
取
に
行
っ
た
ら
、
必
ず
ま
た
飲

み
ま
す
。

（
神
奈
川
県
）

（
鳥
取
県
）

（
兵
庫
県
）

牛
乳
の
味
が
濃
く
て
、と
て
も
美
味
し
い

で
す
。地
元
の
誇
り
で
す
。こ
れ
か
ら
も
美

味
し
い
牛
乳
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（
鳥
取
県
）

１２月３１日（月）PMより休業（１４：００まで営業）
   　１月  １日（火）・１月２日（水）休業
   　１月  ３日（木）通常営業

カウィーのみるく館

下記期間中は発送業務を休業致します。
１２月２７日（木）～１月３日（木）

※詳しくはカウィーの白バラショップHPをご覧ください

カウィーの白バラショップ（ネットショップ）

１２月２７日（木）より１月６日（日）まで休業
※１月７日（月）より再開致します（要予約）

工　場　見　学

１２月２９日（土）より１月３日（木）まで休業
フリーダイヤル

１２月２９日（土）より１月３日（木）まで休業
※お問い合わせの送信は可能です
※期間中のお問い合わせについては１月４日（金）より順次
　対応致します

HPお問い合わせフォーム

下記の日程で全従業員を対象とした、平成30年度
コンプライアンス研修会を開催します。
開催日：平成30年12月25日（火）～12月26日（水）
場　所：東側会議室、第１工場PR室東側・PR室西側
詳細を掲示板でご確認いただき、いずれかの日程にご参
加ください。

　「
カ
ト
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
〜
が
ん
ば
る
！
香
取
３

代
目
〜
」
は
、
大
山
町
香
取
地
区
の
酪
農
家

９
戸
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

で
す
。

　
結
成
は
平
成
28
年
度
で
、
当
初
は
３
世
代

目
が
経
営
に
参
加
す
る
手
段
と
し
て
複
式

簿
記
の
勉
強
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
県
内

の
整
理
整
頓
さ
れ
た
農
場
と
、
異
業
種
の
工

場
の
視
察
を
行
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
農

場
内
の
３
Ｓ（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
）
に
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
島
根
県
安
来
市
か
ら
講
師
を
招

き
、
勉
強
会
を
開
催
。１
Ｓ（
整
理
）、
２
Ｓ

（
整
頓
）、
３
Ｓ（
清
掃
）の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
勉
強
会
で
学
ん
だ
内
容
を
実
践

す
る
べ
く
、
カ
ト
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
メ
ン
バ
ー
全
員

で
農
場
内
の

３
Ｓ
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
３

Ｓ
活
動
で
は

お
互
い
の
様

子
を
報
告
し

合
い
な
が
ら

メ
ン
バ
ー
全

員
で
取
り
組

み
ま
し
た
。

①
１
Ｓ（
整
理
）

　
片
付
け
る
場
所
に
あ
る
物

を
す
べ
て
出
し
、使
う
物
と

使
わ
な
い
も
の
、保
留
品
に
分
け
ま
す
。

　
捨
て
る
よ
り
、買
い
す
ぎ
る
方
が
も
っ

た
い
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
分
類
す
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
保
留
品
は
一
定
期
間
お
い
て
、そ
の
間

に
使
わ
な
け
れ
ば
捨
て
ま
す
。

②
２
Ｓ（
整
頓
）

　
取
り
出
し
や
す
く
、戻
し
や
す
い
よ
う

に
置
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。誰
で
も

す
ぐ
に
分
か
る
よ
う
に
３
定（
定
位
、
定

品
、定
量
）を
決
め
、明
示
す
る
と
な
お
わ

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

③
３
Ｓ（
清
掃
）

　
掃
除
を
し
て
い
つ
も
ぴ
か
ぴ
か
に
し

て
お
く
こ
と
で
す
。掃
除
道
具
を
キ
レ
イ

に
す
る
と
、や
る
気
が
で
ま
す
。

　「
古
い
」と「
汚
い
」は
、
違
い
ま
す
。ま

た
、
１
Ｓ
を
し
な
が
ら
清
掃
す
る
と
、
使

う
物
・
使
わ
な
い
物
の
分
類
も
し
や
す

く
な
り
ま
す
し
、機
械
類
は
使
用
後
に
掃

除
し
て
か
ら
点
検
を
行
う
と
、無
駄
な
修

繕
費
が
減
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

カ
ト
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
活
動
報
告

【
農
場
内
３
Ｓ
の
取
り
組
み
】

カ
ト
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
〜
が
ん
ば
る
！
香
取
３
代
目
〜

は
、
経
営
改
善
の
ツ
ー
ル（
手
段
）で
あ
る
」

と
あ
り
ま
し
た
。

　
皆
様
も
、
農
場
経
営
の
中
で
、
こ
う
あ
り

た
い
、
こ
ん
な
牧
場
に
し
た
い
と
い
う
目
標

は
そ
れ
ぞ
れ
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

　
経
営
改
善
に
向
か
う
た
め
の
手
段
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。経
営
改
善
と
い
う
と

仰
々
し
く
聞
こ
え
ま
す
が
、
３
Ｓ
は
大
き
な

コ
ス
ト
を
か
け
な
く
て
も
、
ど
こ
の
現
場
で

も
で
き
る
経
営
改
善
の
ツ
ー
ル
だ
と
思
い

ま
す
。

　
皆
様
も
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け
て
、
３

Ｓ
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

　「
カ
ト
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
〜
が
ん
ば
る
！
香
取
３

代
目
〜
」
で
は
、
ま
ず
現
状
の
農
場
の
改
善

し
た
い
場
所
の
写
真
を
撮
り
、
現
状
の
マ
ッ

プ
を
作
り
ま
し
た
。

　
次
に
、ど
こ
を
、い
つ
ま
で
に
、ど
の
よ
う

な
方
法
で
ど
の
よ
う
に
す
る
か
を
決
め
て

か
ら
実
践
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
改
善
前
と
後
の
写
真
、
感
想
を

ま
と
め
て
定
期
的
に
メ
ン
バ
ー
の
巡
回
と

報
告
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
取

り
組
み
内
容
が
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
１
カ
所
綺
麗
に
な
る
と
、
他
の
場

所
が
気
に
な
り
、
意
欲
的
に
綺
麗
に
し
よ
う

と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
、 「
見
た
目
も
気

分
も
す
っ
き
り
」「
定
置
・
定
量
を
行
う
こ

と
で
、
探
す
時
間
が
削
減
で
き
ス
ト
レ
ス
も

減
っ
た
」「
在
庫
管
理
が
し
っ
か
り
で
き
る

た
め
、
無
駄
な
も
の
を
買
わ
ず
に
済
み
、
経

費
削
減
効
果
も
あ
る
」こ
と
の
他
、「
な
に
よ

り
農
場
で
働
く
人
が
気
持
ち
よ
く
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、
良
い
こ
と

が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、白
バ
ラ
認
証
の
巡
回
で
も
、「
カ
ト
ｒ

ｉ
ｃ
ｈ
〜
が
ん
ば
る
！
香
取
３
代
目
〜
」
メ

ン
バ
ー
の
牛
舎
は
、
得
点
の
伸
び
率
が
他
地

区
よ
り
も
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
大
山
乳
業
農
協
が
推
進
す
る
、
白
バ
ラ
認

証
制
度
の
重
要
管
理
点
の
得
点
の
中
で
、
１

番
低
い
の
が「
処
理
室
の
３
Ｓ
」で
す
。１
戸

で
は
難
し
い
３
Ｓ
も
、
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組

む
こ
と
で
お
互
い
に
刺
激
し
合
っ
て
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
講
師
よ
り
い
た
だ
い
た
言
葉
に
、「
３
Ｓ

３Ｓ勉強会のようす３Ｓ勉強会のようす

３
Ｓ
の

ポ
イ
ン
ト

AfterAfter

すべて取り出して、
整頓して戻す

BeforeBefore



鳥取県より
知事表彰を受けました。

【提出議案】
第1号議案　１０月末経営検討について
第2号議案　指導部関連規程の改廃について
第3号議案　白バラ認証制度の設定について
第4号議案　人事関連規程の設定及び一部変更について
第5号議案　固定資産の取得について
第6号議案　役員定数について
第7号議案　鳥取県酪農民連合会の畜産・酪農政策要求に
　　　　　   対する助成について
第8号議案　貸付牛の貸付承認について
第9号議案　年末一時金について

理事会だより 平成30年11月20日理事会にて
次の議案が決議されました

直売所・工場見学営業日
お問い合わせ窓口営業日について年末年始

総　務　部
職員の方へ コンプライアンス・

人権研修会について

お
い
し
い
牛
乳
が
飲
め
る
こ
と
が
、大
学

を
卒
業
し
て
、鳥
取
に
帰
っ
て
き
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
理
由
の
１
つ
で
す
。

牛
乳(

配
達)

を
頼
ん
で
い
ま
す
。主
に
コ
ー

ヒ
ー
に
入
れ
て
飲
ん
で
い
ま
す
が
、と
て

も
美
味
し
い
で
す
！
牛
乳
を
美
味
し
く
頂

い
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！

下記の通り異動辞令が
発令されました。異動辞令等

（  氏　　名  ）
品質管理部
　検査課　職員 下津　沙織 指導課　職員

（ 所 属 及 び 役 職 ） （旧所属及び役職）

異動辞令(平成30年12月1日付)

　鳥取県企業子宝率調査において、高い企業内子宝
率と、子育て環境の改善の為の優秀な取り組みを実
施しているとして、鳥取県より
知事表彰を受けました。
　今後も子育て世代の働き
やすい環境整備などに積極
的に取り組みます。

白
バ
ラ
牛
乳
を
飲
ん
で
育
ち
ま
し
た
。白

バ
ラ
牛
乳
が
１
番
美
味
し
い
牛
乳
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、安
心
で
美

味
し
い
白
バ
ラ
牛
乳
、お
菓
子
な
ど
を
供

給
し
続
け
て
下
さ
い
。
応
援
し
て
い

ま
す
。

（
京
都
府
）

工
場
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

職
員
の
方
も
親
切
で
、お
土
産
も
頂
き
大

変
満
足
し
ま
し
た
。私
は
昔
か
ら
パ
ッ
ク

入
り
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
が
大
好
き
で

す
。山
陰
以
外
に
も
白
バ
ラ
フ
ァ
ン
が
多

い
の
で
、こ
れ
か
ら
も
美
味
し
い
商
品
を

届
け
て
く
だ
さ
い
！

（
鳥
取
県
）

今
は
岡
山
に
住
ん
で
ま
す
が
故
郷
は
鳥

取
。学
校
給
食
で
三
角
パ
ッ
ク
の
白
バ
ラ

牛
乳
を
飲
ん
で
育
っ
た
の
で
、今
は
懐
か

し
み
な
が
ら
飲
ん
で
い
ま
す
。昔
も
今
も

美
味
し
い
牛
乳
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

（
岡
山
県
）

鳥
取
市
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
際
、
風
呂

上
が
り
に
飲
ん
だ
牛
乳
の
味
が
忘
れ
ら

れ
な
い
。鳥
取
に
行
っ
た
ら
、
必
ず
ま
た
飲

み
ま
す
。

（
神
奈
川
県
）

（
鳥
取
県
）

（
兵
庫
県
）

牛
乳
の
味
が
濃
く
て
、と
て
も
美
味
し
い

で
す
。地
元
の
誇
り
で
す
。こ
れ
か
ら
も
美

味
し
い
牛
乳
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（
鳥
取
県
）

１２月３１日（月）PMより休業（１４：００まで営業）
   　１月  １日（火）・１月２日（水）休業
   　１月  ３日（木）通常営業

カウィーのみるく館

下記期間中は発送業務を休業致します。
１２月２７日（木）～１月３日（木）

※詳しくはカウィーの白バラショップHPをご覧ください

カウィーの白バラショップ（ネットショップ）

１２月２７日（木）より１月６日（日）まで休業
※１月７日（月）より再開致します（要予約）

工　場　見　学

１２月２９日（土）より１月３日（木）まで休業
フリーダイヤル

１２月２９日（土）より１月３日（木）まで休業
※お問い合わせの送信は可能です
※期間中のお問い合わせについては１月４日（金）より順次
　対応致します

HPお問い合わせフォーム

下記の日程で全従業員を対象とした、平成30年度
コンプライアンス研修会を開催します。
開催日：平成30年12月25日（火）～12月26日（水）
場　所：東側会議室、第１工場PR室東側・PR室西側
詳細を掲示板でご確認いただき、いずれかの日程にご参
加ください。



　今年最後の酪農だよりでは
一年間の話題を振り返りまし
た。来年も楽しい話題をお届
けできるよう編集部一同頑張
ります！よいお年をお迎えくだ
さい。　

酪農だよりに関するご意見ご感
想は下記のメールアドレスまで。
【email@dainyu.or.jp】

さく：福井チーフ　え：堀江あかね

　
今
回
は
昭
和
47
年
10
月
の
酪
農
だ
よ
り
第
１

２
９
号
で
す
。こ
の
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
の
は
、

第
４
回
鳥
取
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
の
１
コ

マ
。晴
天
に
恵
ま
れ
た
２
日
間
で
各
部
門
よ
り

29
名
と
２
組
が
優
等
賞
に
入
賞
さ
れ
た
事
を
伝

え
て
い
ま
す
。

こちらのQRコードからも
メールアドレスを取得で
きます▶

平成30年12月20日

683

Dainyu-Runners

第30回巨木の郷二人三脚・三人
四脚駅伝大会に参加しました
 11月11日（日）琴浦町古布庄地区で
行われた、第30回「巨木の郷 二人三
脚・三人四脚駅伝大会」が開催され
ました。
　秋晴れの駅伝日和の中、地区内外
から13チームの参加があり、大山乳
業農協のＰＲとして陸上部ランナー
ズが地区外の部に参加しました。
　ランナーズは１区から３位と、良
いペースで２区へタスキをつなぎ３
区では更にペースを上げ２位へ、そ
のままアンカー三人四脚、６区へと
タスキをつなぎました。前方20mに
は１位を走るチームが、選手は掛け
声を合わ せ ペースアップ。ゴール
100m手前で追い抜きそのままゴー
ル。20回大会から10年連続出場し、
初の総合優勝を果たしました。

　今年参加した新入職員からは、
「沿道からのたくさんの応援が力と

なりました」とコメントもありました。
　大会終了後、旧古布庄小学校にて
表彰式が行われ、親睦会では古布
庄地区で収穫された新米のおにぎ
り・豚汁を、更に今年はジビエ料理
のいのしし鍋も振舞っていただき、
身も心も暖まりました。

古布庄地区の皆様、ありがとうござ
いました。来年もまた参加させてい
ただきます。

大
山
乳
業
農
協
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

　
来
年
１
月
よ
り
、大
山
乳
業
農
協

の
新
し
い
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
放
送
開

始
と
な
り
ま
す
！

　
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
カ

ウ
ィ
ー
」
が
県
内
の
保
育
園
を
訪
問

し
、子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
触
れ
合

う
姿
を
描
い
た
心
温
ま
る
Ｃ
Ｍ
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
放
送
を
ぜ
ひ
、お
楽
し
み
に
！

CM 撮影のようす

新
Ｃ
Ｍ
は
平
成
31
年
１
月
４
日
よ
り

順
次
放
送
開
始
で
す
！


